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令和５年度 SDGsに関する共同研究助成 実績報告書

	１．研究タイトル　

	２．実施期間      令和５年　月　日（　）　～　令和６年3月31日（日）

	３．活動成果　本助成によって行われた活動による成果及び今後の活動方針を、SDGsの目的との関連性が明らかとなるように説明してください。


	４．研究実施者　氏名、所属（領域・職名、学部・学年等）研究代表者も記入してください。
（例）
・静岡 太郎（静岡大学学術院●●領域　教授）
・焼津 二郎（静岡大学●学部●学科　●年）
・藤枝 花子（静岡県立大学●学部●学科　●年）


	５．経費執行額　備品（10万円以上）は、品名・仕様・設置部局・金額を記入、消耗品は「●●用消耗品一式　××円」等、用途別に記入してください。
（例）
・物品費（備　品）： 環境計測器（〇〇科学ST200）〇学部、160,000円
・物品費（消耗品）： データ分析用消耗品一式 15,000円、…
・旅費： 研究打合せ（静岡－浜松2人×3回）34,200円、…
・謝金・人件費： 講演謝金（1回）10,000円、実験補助謝金（2人×6時間）11,760円、…
・その他：会場使用料（B-nest3回）15,000円、ポスター郵送料（50件）6,000円、…
合計　　　　　円（交付額　　　　　円）

	６．サステナビリティセンターホームページにおける掲載内容の確認　本助成によって行われた活動をサステナビリティセンターホームページにて紹介させていただくにあたり、以下内容について記入してください。
６－１）研究の目的　何を明らかにすることを目的とした研究なのか分かるように記入してください（200文字程度）
例：○○を解明することで、○○につながります。現在、○○がわかってないので、○○を理解することを目的としました。
６－２）研究成果の概要　今回、何を明らかにできたのか分かるように記入してください（200文字程度）
例：○○を調査し、○○であることを明らかにしました。また、○○であることが示唆されました。
６－３）研究の今後　今回の研究により、将来どういうことにつながっていくのか分かるように記入してください（200文字程度）
例：○○については○○であることが予想されます。今後○○を理解することで、○○の発展が期待できます。



※記入例（赤文字）を消して黒文字で記入してください。
※１、４及び６の項目の記載内容については、サステナビリティセンターホームページの取組一覧にて、掲載させていただきます。当該項目に記載する内容における知的財産権、著作権については、研究代表者で処理した上でお送りください。
